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(57)【要約】
【課題】本発明は、画素ごとの光量の差を抑制しながら
、色モアレの発生も抑制することを目的とする。
【解決手段】液晶表示装置は、液晶表示パネル１０と、
光源１６、導光板１８及びプリズムシート２０を含むバ
ックライト１４と、を有し、プリズムシート２０は、相
互に相似形であって大きさの違いで３つの種類のいずれ
かにそれぞれが分類される複数のプリズム形状２２が並
ぶ面を有し、複数のプリズム形状２２は、同じ種類の前
記プリズム形状２２が隣り合わせに３つ以上連続して並
ばないように構成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　液晶表示パネルと、
　光源、導光板及びプリズムシートを含むバックライトと、
　を有し、
　前記プリズムシートは、相互に相似形であって大きさの違いで３つの種類のいずれかに
それぞれが分類される複数のプリズム形状が並ぶ面を有し、
　前記複数のプリズム形状は、同じ前記種類の前記プリズム形状が隣り合わせに３つ以上
連続して並ばないように構成されていることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　液晶表示パネルと、
　光源、導光板及びプリズムシートを含むバックライトと、
　を有し、
　前記プリズムシートは、相互に相似形であって大きさの違いで３つの種類のいずれかに
それぞれが分類される複数のプリズム形状が並ぶ面を有し、
　隣り合わせに連続して並ぶ任意の３つの前記プリズム形状の少なくとも２つの前記種類
が異なることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載された液晶表示装置において、
　同じ前記種類の前記プリズム形状は、同じ部分の長さの基準値との差が０．５μｍ未満
であることを特徴とする液晶表示装置。
【請求項４】
　請求項１又は２に記載された液晶表示装置において、
　同じ前記種類の前記プリズム形状は、同じ部分の長さの基準値との差が５％未満である
ことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項５】
　請求項３又は４に記載された液晶表示装置において、
　最も小さい前記種類に対応する前記基準値と最も大きい前記種類に対応する前記基準値
の中間値が、中間の大きさの前記種類に対応する前記基準値であることを特徴とする液晶
表示装置。
【請求項６】
　請求項５に記載された液晶表示装置において、
　前記複数のプリズム形状の配列は、
　最も大きい前記種類の前記プリズム形状の右側に最も小さい前記種類の前記プリズム形
状が配置されてなる少なくとも一対の前記プリズム形状と、
　最も大きい前記種類の前記プリズム形状の左側に最も小さい前記種類の前記プリズム形
状が配置されてなる少なくとも一対の前記プリズム形状と、
　大きさが中間の前記種類の前記プリズム形状が相互に隣り合う少なくとも一対の前記プ
リズム形状と、
　の組み合わせからなることを特徴とする液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　バックライトを備える液晶表示装置では、プリズムシートを用いて、光を液晶表示パネ
ルに向けて集光している。しかし、液晶表示装置の表示面を斜めから見たとき、プリズム
シートで生じる光分散によって、色付きのモアレ（以下、「色モアレ」という）が発生す
る（特許文献１）。色モアレは、プリズムシートに形成された複数のプリズム形状が規則
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性を以て配列されているときに生じる。つまり、プリズム形状に規則性があるために、分
光した光が規則的に分布することで縞模様が見られる。なお、このような現象はプリズム
シートだけでなく、レンチキュラー状のレンズを並べたシートでも同様に起こり、規則性
を持った光学シートでは観察される現象である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－３２８４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上述した問題を解決するため、規則性をなくしたプリズムシートを用いることも考えら
れるが、プリズム形状の不規則性によって、画素の開口を通過する光量が場所によって異
なるため、画質を劣化させるという問題がある。
【０００５】
　本発明は、画素ごとの光量の差を抑制しながら、色モアレの発生も抑制することを目的
とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明に係る液晶表示装置は、液晶表示パネルと、光源、導光板及びプリズムシ
ートを含むバックライトと、を有し、前記プリズムシートは、相互に相似形であって大き
さの違いで３つの種類のいずれかにそれぞれが分類される複数のプリズム形状が並ぶ面を
有し、前記複数のプリズム形状は、同じ前記種類の前記プリズム形状が隣り合わせに３つ
以上連続して並ばないように構成されていることを特徴とする。本発明によれば、複数の
プリズム形状の種類が３種類に限定されるため、ある程度の規則性があるので光量の差を
抑制することができる。また、同じ種類のプリズム形状が連続して並ぶ数を限定すること
で色モアレの発生も抑制することができる。
【０００７】
　（２）本発明に係る液晶表示装置は、液晶表示パネルと、光源、導光板及びプリズムシ
ートを含むバックライトと、を有し、前記プリズムシートは、相互に相似形であって大き
さの違いで３つの種類のいずれかにそれぞれが分類される複数のプリズム形状が並ぶ面を
有し、隣り合わせに連続して並ぶ任意の３つの前記プリズム形状の少なくとも２つの前記
種類が異なることを特徴とする。本発明によれば、複数のプリズム形状の種類が３種類に
限定されるため、ある程度の規則性があるので光量の差を抑制することができる。また、
同じ種類のプリズム形状が連続して並ぶ数を限定することで色モアレの発生も抑制するこ
とができる。
【０００８】
　（３）（１）又は（２）に記載された液晶表示装置において、同じ前記種類の前記プリ
ズム形状は、同じ部分の長さの基準値との差が０．５μｍ未満であることを特徴としても
よい。
【０００９】
　（４）（１）又は（２）に記載された液晶表示装置において、同じ前記種類の前記プリ
ズム形状は、同じ部分の長さの基準値との差が５％未満であることを特徴としてもよい。
【００１０】
　（５）（３）又は（４）に記載された液晶表示装置において、最も小さい前記種類に対
応する前記基準値と最も大きい前記種類に対応する前記基準値の中間値が、中間の大きさ
の前記種類に対応する前記基準値であることを特徴としてもよい。
【００１１】
　（６）（５）に記載された液晶表示装置において、前記複数のプリズム形状の配列は、
最も大きい前記種類の前記プリズム形状の右側に最も小さい前記種類の前記プリズム形状
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が配置されてなる少なくとも一対の前記プリズム形状と、最も大きい前記種類の前記プリ
ズム形状の左側に最も小さい前記種類の前記プリズム形状が配置されてなる少なくとも一
対の前記プリズム形状と、大きさが中間の前記種類の前記プリズム形状が相互に隣り合う
少なくとも一対の前記プリズム形状と、の組み合わせからなることを特徴としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の概略を示す図である。
【図２】プリズムシートによる光分布の作用を説明する図である。
【図３】本発明の実施形態に係る液晶表示装置の変形例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施形態について、図面を参照して説明する。
【００１４】
　図１は、本発明の実施形態に係る液晶表示装置の概略を示す図である。液晶表示装置は
、液晶表示パネル１０を有する。液晶表示パネル１０の駆動方式は、IPS（In Plane Swit
ching）方式、TN（Twisted Nematic）方式又はVA（Vertical Alignment）方式などいずれ
の方式であってもよく、方式に応じた電極及び配線が形成される。液晶表示パネル１０の
両面にはそれぞれ偏光板１２が貼り付けられている。
【００１５】
　液晶表示装置は、液晶表示パネル１０のバックライト１４を有する。バックライト１４
は、光源１６（例えば発光ダイオード）を有する。バックライト１４は、導光板１８を有
する。導光板１８は、光源１６の光を面光源に変換して液晶表示パネル１０に照射する。
導光板１８の端面は、光源１６に対向している。導光板１８の表面は、液晶表示パネル１
０の下面に対向している。導光板１８の、液晶表示パネル１０とは反対側には反射シート
１９が配置されている。液晶表示パネル１０と導光板１８の間にはプリズムシート２０が
配置されている。
【００１６】
　光源１６からの光は、図２に示すように、プリズムシート２０で分光する。つまり、液
晶表示パネル１０を斜めから見ると、光は赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）に分かれること
が分かる。従来のプリズムシートでは分光に規則性があったので色モアレが発生していた
が、本実施形態では、色モアレを抑えるために、プリズムシート２０が以下の特徴を有し
ている。
【００１７】
　プリズムシート２０は、複数のプリズム形状２２が並ぶ面を有している。この面は、図
１に示す例では液晶表示パネル１０を向いているが、逆に、導光板１８を向いていてもよ
い。また、複数のプリズムシート２０を重ねて使用してもよい。
【００１８】
　複数のプリズム形状２２は、それぞれ、相互に相似形であるが、大きさの違いで有限個
の種類（例えば、３種類、４種類、５種類、…）に分類される。図１に示す例では、下端
の幅がＡ，Ｂ，Ｃの３種類に分類されるプリズム形状２２ａ，２２ｂ，２２ｃが形成され
ている。実際には製造の誤差が生じるため、同じ部分の長さの基準値との差が０．５μｍ
未満あるいは５％未満であるプリズム形状２２を、同じ種類のプリズム形状２２と定義す
る。
【００１９】
　例えば、Ａ，Ｂ，Ｃの基準値をそれぞれ２０μｍ，１９μｍ，１８μｍとし、２０μｍ
±０．５μｍ未満（又は５％未満）のプリズム形状２２ａをＡに分類し、１９μｍ±０．
５μｍ未満（又は５％未満）のプリズム形状２２ｂをＢに分類し、１８μｍ±０．５μｍ
未満（又は５％未満）のプリズム形状２２ｃをＣに分類する。この例では、最も小さいＣ
種類に対応する基準値と最も大きいＡ種類に対応する基準値の中間値が、中間の大きさの
Ｂ種類に対応する基準値である。
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【００２０】
　図１に示す例では、複数のプリズム形状２２の配列は、第１組の一対のプリズム形状２
２－１と、第２組の一対のプリズム形状２２－２と、第３組の一対のプリズム形状２２－
３との組み合わせからなる。第１組の一対のプリズム形状２２－１は、最も大きいＡ種類
のプリズム形状２２ａの右側に最も小さいＣ種類のプリズム形状２２ｃが配置されてなる
。第２組の一対のプリズム形状２２－２は、最も大きいＡ種類のプリズム形状２２ａの左
側に最も小さいＣ種類のプリズム形状２２ｃが配置されてなる。第３組の一対のプリズム
形状２２－３は、大きさが中間のＢ種類のプリズム形状２２ｂが相互に隣り合う。
【００２１】
　複数のプリズム形状２２は、同じ種類のプリズム形状２２が隣り合わせに３つ以上連続
して並ばないように構成されている。言い換えると、隣り合わせに連続して並ぶ任意の３
つのプリズム形状２２の少なくとも２つの種類が異なる。
【００２２】
　本実施形態によれば、プリズム形状２２の種類が有限個であるため、ある程度の規則性
があるので光量の差を抑制することができる。また、同じ種類のプリズム形状２２が連続
して並ぶ数を限定することで色モアレの発生も抑制することができる。
【００２３】
　なお、上述したプリズム形状２２は、断面が三角形の２辺を描く形状であるが、その形
状は特に限定されるものではなく、他の形状であってもよい。例えば、図３に示すように
、階段状に形成されたプリズム形状１２２にも本発明を適用することが可能である。
【００２４】
　本発明は、上述した実施形態に限定されるものではなく種々の変形が可能である。例え
ば、実施形態で説明した構成は、実質的に同一の構成、同一の作用効果を奏する構成又は
同一の目的を達成することができる構成で置き換えることができる。
【符号の説明】
【００２５】
　１０　液晶表示パネル、１２　偏光板、１４　バックライト、１６　光源、１８　導光
板、１９　反射シート、２０　プリズムシート、２２　プリズム形状、２２－１　第１組
の一対のプリズム形状、２２－２　第２組の一対のプリズム形状、２２－３　第３組の一
対のプリズム形状、２２ａ　Ａ種類のプリズム形状、２２ｂ　Ｂ種類のプリズム形状、２
２ｃ　Ｃ種類のプリズム形状、１２２　プリズム形状。
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